
【英語】 

〜ClassPad.net のファイルふせん・EX-word 機能を活⽤する〜 

英語の修辞技法を学ぶ授業 
英語の作品をより楽しむために、修辞技法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Word 等で作ったワークシートをフ
ァイルふせんにし、授業⽀援機能を
⽤いて⽣徒に配布する。⽣徒にはそ
のふせん上に⼿描き機能で記⼊させ
る。書き込み終えたファイルふせん
は、課題として教員に提出してもら
う。教員は課題の提出状況⼀覧画⾯
を電⼦⿊板等に投影しながら解説す
る。 
その後、授業⽀援機能を⽤いて授業
資料の PDF を貼り付けたファイルふ
せんを授業⽀援機能で⽣徒に配布す
る。 
 

 

概要の説明 
本授業では英語で修辞技法について学
び、⽂中で使われている修辞技法を⾒つ
けたり、⾃分でそれらの技法を使えるよ
うになったりすることが⽬的だと伝え
る。 
 
 
 
修辞技法の紹介 
最初に簡単なワークシートを個⼈で記⼊
させる（5〜10 分程度）。ワークシート
では、各修辞技法を⽤いた英⽂と、修辞
技法の名前（英語）と、その修辞技法の
説明（⽇本語）が⼀緒になったものとを
結びつけさせる。そのワークシートを提
出させた後、教員は提出された物を投影
しながら解説をする。 
その後、ファイルふせんで修辞技法の名
前と説明をまとめた PDF を⽣徒に配布
する。 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：修辞技法を学ばせることで、⽣徒が英語の作品に親しみを持って楽しめるように

する。 
⽣徒向けの⽬標：修辞技法を学ぶことによって、英語の作品の新しい楽しみ⽅を知る。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・プリント削減   ：授業資料やワークシートの配布をファイルふせんを⽤いて⾏うことで、紙媒体

の資料を削減することができる。 
・⽣徒の理解促進  ：リンクふせんを⽤いて動画を配布することで、視覚と聴覚を使って理解させる

ことができる。 
・探究学習促進   ：EX-word 機能で⽣徒の読解やグループワークでの創作を補助することができ

る。 
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Word 等で作った新たなワークシー
トをファイルふせんにし、授業⽀援
機能を⽤いて⽣徒に配布する。⽣徒
にはそのふせん上に⼿描き機能で記
⼊させる。 
わからない単語を調べる際には、
EX-word 機能を使ってもらうとよ
い。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
桃太郎のあらすじは、あらかじめ 3
つのテキストふせんに分けておく。
それらと、難しい単語の意味を⽰し
た EX-word ふせんを授業⽀援機能を
⽤いて配布し、グループワークをさ
せる。 
⽣徒に作業をさせる際は、配布した
テキストふせんに書かれている⽇本
語の下に、同時編集機能を活⽤しな
がら英⽂を打ち込んでもらうとよ
い。 
書き終えたものは、課題として提出
してもらう。 
 
 
 
各グループが発表する際、提出され
たテキストふせんを教員は電⼦⿊板
等に投影する。 
⽂法上の誤りがあった場合などは、
教師がテキストふせんに⼿描き機能
などで指摘する。 
指摘後のふせんは、後で各グループ
に返却するとよい。 
 
 
 
 
教師はテキストふせんを⽤いて授業
のまとめを作成し、電⼦⿊板等に投
影して説明をする。 
 
 
 

個⼈作業 
教員が配布した短い⽂章（オリジナルの
もの、著作権が切れたマザーグースの⼀
節など）の中から、学んだ修辞技法を⾒
つける作業をする。わからない⾔葉は調
べてもよいものとする。時間が余った
ら、各技法を使った⽂章を⾃分で考えて
書いてみる。（10 分程度） 
 
 
 
 
 
 
グループワーク 
⽇本語で書かれた、桃太郎のあらすじを
３つの場⾯に分けたものを配布する。各
班（5〜6 ⼈）は、その中から場⾯を 1
つ選んで、授業で学んだ修辞技法を⽤い
て英語で書く。難しい単語（⻤、雉な
ど）については事前に EX-word ふせん
を配布しておき、⽣徒が⽂章を書きやす
いようにしておく。また、やや難易度の
⾼い課題なので、作業中に教師は各班を
まわってアドバイスをする。 
書き終わったら教員に提出させる。 
 
 
 
 
発表・講評 
各グループに作品を発表させる。代表者
1 ⼈が読み上げてもよいし、台詞がある
場合は複数⼈で読んでもよいものとす
る。各グループが発表する際には、提出
されたテキストふせんを教員が電⼦⿊板
などに投影する。各班の発表後、そのま
ま教員が作品についてコメントする。⽂
法等の誤りがあれば、ふせんに書き込ん
で指摘をする。 
 
 
まとめ 
授業で学んだ修辞技法を再度復習する。
英語で物語や詩を読むとき、洋楽を聴く
ときなどに意識するとより作品を楽しめ
ることを伝えて、授業を締めくくる。 
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Word 等で作った新たなワークシー
トをファイルふせんにし、授業⽀援
機能を⽤いて⽣徒に配布する。⽣徒
にはそのふせん上に⼿描き機能で記
⼊させる。 
わからない単語を調べる際には、
EX-word 機能を使ってもらうとよ
い。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
桃太郎のあらすじは、あらかじめ 3
つのテキストふせんに分けておく。
それらと、難しい単語の意味を⽰し
た EX-Word ふせんを授業⽀援機能
を⽤いて配布し、グループワークを
させる。 
⽣徒に作業をさせる際は、配布した
テキストふせんに書かれている⽇本
語の下に、同時編集機能を活⽤しな
がら英⽂を打ち込んでもらうとよ
い。 
書き終えたものは、課題として提出
してもらう。 
 
 
 
各グループが発表する際、提出され
たテキストふせんを教員は電⼦⿊板
等に投影する。 
⽂法上の誤りがあった場合などは、
教師がテキストふせんに⼿描き機能
などで指摘する。 
指摘後のふせんは、後で各グループ
に返却するとよい。 
 
 
 
 
教師はテキストふせんを⽤いて授業
のまとめを作成し、電⼦⿊板等に投
影して説明をする。 
 
 
 
 
YouTube 動画「04-Figurative 
Language Rap Song-Pr2A-English」
（https://www.youtube.com/watch?v
=3K9pd6h9JT0）の URLを貼り付け
たリンクふせんから動画を視聴す
る。教師はテキストふせんで課題を
提⽰し、⽣徒は作業した Word 等の
ファイルをファイルふせんにした上
で、提出機能を⽤いて教師に提出す
る。次の授業で、教師は⽣徒の提出
物を電⼦⿊板等に投影して共有する
こともできる。 

個⼈作業 
教員が配布した短い⽂章（オリジナルの
もの、著作権が切れたマザーグースの⼀
節など）の中から、学んだ修辞技法を⾒
つける作業をする。わからない⾔葉は調
べてもよいものとする。時間が余った
ら、各技法を使った⽂章を⾃分で考えて
書いてみる。（10 分程度） 
 
 
 
 
 
 
グループワーク 
⽇本語で書かれた、桃太郎のあらすじを
３つの場⾯に分けたものを配布する。各
班（5〜6 ⼈）は、その中から場⾯を 1
つ選んで、授業で学んだ修辞技法を⽤い
て英語で書く。難しい単語（⻤、雉な
ど）については事前に EX-word ふせん
を配布しておき、⽣徒が⽂章を書きやす
いようにしておく。また、やや難易度の
⾼い課題なので、作業中に教師は各班を
まわってアドバイスをする。 
書き終わったら教員に提出させる。 
 
 
 
 
発表・講評 
各グループに作品を発表させる。代表者
1 ⼈が読み上げてもよいし、台詞がある
場合は複数⼈で読んでもよいものとす
る。各グループが発表する際には、提出
されたテキストふせんを教員が電⼦⿊板
などに投影する。各班の発表後、そのま
ま教員が作品についてコメントする。⽂
法等の誤りがあれば、ふせんに書き込ん
で指摘をする。 
 
 
概要のまとめ 
授業で学んだ修辞技法を再度復習する。
英語で物語や詩を読むとき、洋楽を聴く
ときなどに意識するとより作品を楽しめ
ることを伝えて、授業を締めくくる。 
 
 
参考・補⾜ 
YouTubeの動画をリンクふせんで配布
した上で流し、⽿で聴いたときの修辞技
法の効果について考えさせる。また、英
⽂の中に使われている修辞技法を⽇本語
に翻訳する際に⽣じる問題についても考
えさせる。これらのことについて考えた
ことを Word 等で書かせ、ファイルふせ
んにして教師に提出させることを宿題と
する。課題の内容は教師がテキストふせ
んで提⽰する。時間があれば、次の授業
の冒頭で気になったコメントをいくつか
選んで教師がクラスに共有する。 
 
 
 
 
 

 
YouTube 動画「04-Figurative 
Language Rap Song-Pr2A-English」
（https://www.youtube.com/watch?v
=3K9pd6h9JT0）の URLを貼り付け
たリンクふせんから動画を視聴す
る。 
その後、教員はテキストふせんで宿
題を提⽰する。 
⽣徒にはテキストふせんに宿題で提
⽰したことに対する考えを書かせ、 
課題として提出してもらう。 

参考・補⾜ 
YouTubeの動画をリンクふせんで配布
した上で流し、⽿で聴いたときの修辞技
法の効果について考えさせる。また、英
⽂の中に使われている修辞技法を⽇本語
に翻訳する際に⽣じる問題についても考
えさせる。 
これらのことについて考えたことを書か
せ、提出させることを宿題とする。時間
があれば、次の授業の冒頭で気になった
コメントをいくつか選んで教員がクラス
に共有する。 
 
 
 
 
 


